
番組審議委員会議事録 

松竹ブロードキャスティング 株式会社 

 

 

1.開催年月日       平成 29年 12月 5日（火）12：00～14：00 

 

2.開催場所         銀座東武ホテル 

 

3.委員の出席       委員総数  7名 

出席委員数 5名 （堀江ミエ子、松本淳、松本行央 

太田博、植草信和） 

欠席委員数 2名 （坂田藤十郎、伊藤信太郎） 

 

 

4.放送事業者側出席      5 名 （井田寛 [代表取締役社長]、藤本弘之[取締役・営業担当]、

松倉浩二［取締役・編成・宣伝担当］、鵜澤由紀 

[衛星劇場部・部長]、磯本亜未［ホームドラマチ

ャンネル部・課長］） 

 

5.議事の概要 

・経営報告 

・営業報告 

・衛星劇場の現状報告 

・ホームドラマチャンネルの現状報告 

・質疑応答 

 

 

 

 

 

6.議事内容 

○経営報告 

・2017 年も厳しいマーケット状況が続く中、有料放送事業が停滞している。市

場の規模は年々縮小傾向にある。 

・放送だけでは厳しいところを、関連ビジネスで補っていこうとしている。映



画製作事業としては、第 5弾となる「ピンカートンに会いに行く」を製作。 

・「喋楽苦 2」を小豆島で開催した。橋口亮輔監督、リリー・フランキーさん、

木村多江さんをゲストに迎えたトークショーイベント。 

・シニア・ナビというWebコミュニティサイトの中でえいげき倶楽部を立ち上

げている。衛星劇場を視聴していると、映画や歌舞伎、落語などの楽しいイ

ベントに参加出来ることで、加入の可能性を広げていきたい。今まではプラ

ットフォーム頼みだったところを、自分たちが独自に働きかけることも始め

た。 

・落語会「えいげき亭」は第 5回まで開催。歌舞伎の演目と落語を合わせたり、

山田洋二監督の創作落語特集だったり、衛星劇場ならではの落語会となって

いる。 

・新しいビジネスとしては、イースポーツというジャンルに着手。日本で生ま

れたゲームソフトを使って、北米などでは大きな大会も開かれているが、日

本では規制も多くまだまだ遅れているジャンル。そこに目をつけ「EVO」と

いう大会を日本に招致して、来年 1月に「EVO Japan 2018」という大会を開

催する。規制が厳しい中、これから日本での市場を大きくしていくには時間

がかかるが、ゲームチャンネルなども日本ではまだ専門的にはないので、未

開の地を開拓していきたい。今の放送のトレンドは IPリニアや配信であるが、

メインの放送事業ではそれが出来ていない。しかし自分たちでコンテンツを

調達することでそこがクリアになることからも、新しいジャンルに着手した。 

 

 

○営業報告 

・有料放送事業のマーケットは、相変わらず厳しい状況が続いている。スカパ

ーは減少、ケーブルルートは横ばいか減少の傾向にある。 

・この要因としては、Amazon プライム、hulu、NETFLIX などのネット系の

配信事業者の台頭が挙げられる。また今年から J リーグの放送権がスカパー

から DAZNに移ったことも大きな要因の 1つである。 

・このような厳しい中、衛星劇場は韓国ドラマの人気作品を途切れることなく

編成し、キャンペーンやイベントと連動することで、売り上げの減少も最小

限に食い止めることが出来ている。 

・スカパー！CS110 のプラットフォームで衛星劇場はまだハイビジョン化をし

ていないが、この 10 月に申請、それが通れば来年の 10 月からはハイビジョ

ンで放送することが可能となるので、加入者数の増加に期待している。 

     ・ホームドラマチャンネルは、プラットフォーム自体が停滞しているものの、 

加入者数は増加している。 



     ・引き続き、チャンネルの認知度やポジショニングを高めることや、ケーブル 

テレビ局の採用局数を拡大することが課題。 

・広告営業は、ホームドラマチャンネルを中心に高い収益を得ている。 

 

 

○衛星劇場チャンネル 

・今年も“衛星劇場でしか観ることができない作品“をテーマに編成、宣伝を

行った。 

・邦画、韓流、舞台の 3 本柱を中心に編成。その中でも韓流は大きなマーケッ

トなので、日本初放送の良質な作品を編成するように心がけた。 

・邦画は 12 月の「竜馬没後 150 年特集」で、松竹、東宝、日活の作品を編成。

また「幻の蔵出し映画館」では、松竹、大映、日活のテレシネをしていない

作品を初出しで放送。これが懐かしの映画として、映画ファンからの支持を

得ている。 

・ドラマ「ララミー牧場」は第 3 シーズンからカラー・ハイビジョン放送にな

り、この作品目当ての視聴者も多くみられた。 

・舞台は歌舞伎、現代劇、2.5次元舞台、落語、狂言の 5ジャンルを編成。 

歌舞伎は、今年は少し若手俳優出演作も加えて満遍なく編成。また現代劇は

ミュージカル系の人気が高く今後の視聴者の声を聞いて調達したい。落語は

他に専門チャンネルがあるので、「えいげき亭」のようなイベントと絡めた展

開も検討する。 

 

 

○ホームドラマチャンネル 

・今年の 4月から「ホームドラマチャンネル 20周年」を掲げ、編成・宣伝を強

化。 

     ・韓国ドラマ、時代劇、国内ドラマの 3本柱の基本方針は変えずに編成。 

     ・その中で特に強化しているところは、韓国ドラマは昨年よりも日本初放送を

増やし、その他はベーシック初放送を中心に編成をしてきた。 

・時代劇は、「鬼平・剣客・必殺」シリーズをレギュラーで放送。 

・国内ドラマは CS初放送を中心に編成を行った。フジテレビ、日本テレビの地

上波を中心に購入している。 

・その他に、台湾・中国の現代劇を中心に日本初放送作品を年 6 本編成した。

今までは台湾ドラマの方が反響は大きかったが、中国ドラマにもイケメンが

出演しているので、ジワジワと浸透してきているためか、視聴率にも変化が

みられてきた。 



・年末年始、ゴールデンウィークの特別編成も行い、今年のゴールデンウィー

クは、「鬼平犯科帳」「剣客商売」のスペシャル、「剣客商売 5」、韓流時代劇を

連続放送。昨年のゴールデンウィーク程ではないが、結果を出すことが出来

た。 

・宣伝は、20 周年ということもあって、広告出稿、チラシ製作、リリース配信

など非加入者に対しても多くの作品を見せるプロモーションを行った。 

・J:COMワンダースタジオでの 1話無料試写会のイベントも毎月実施。またス

カパーの視聴者を 50名招待して、松竹撮影所で梶芽衣子さんをゲストに迎え

たイベントも実施。こちらも好評を得ている。 

・これらのことを 1年かけて実施しているが、残念ながら、J:COMの視聴率は

低迷。視聴率でトップ 10位内をキープしていたが、10月には 32位まで落と

してしまった。 

・今後の視聴率回復を目指すためには、3本柱の軸は変えずに、特集番組の編成

や、プラットフォームとの共同編成をすることで、視聴率アップ、視聴者獲

得につなげていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○質疑応答 

Q：「ララミー牧場」を放送していることで思い出したが、50～60年前に放送し

ていた「ビーバーちゃん」という作品を放送してほしい。とても懐かしく、

団塊の世代が求めているようなもの放送することで、加入につながるのでは

ないか？ 

A：「ララミー牧場」も少しずつだが、加入につながってきている。一度加入し

てもらえると、若い人のようにすぐに辞めたりしない世代なので、こういっ

た層を狙った編成をすることは大事だと思っている。 

Q：「ララミー牧場」はフィルムが残っていたのか？  

A： どういう形態で残っていたかは不明だが、2012年にアメリカで旧作のドラ

マシリーズをデータ化したことにより、衛星劇場での放送につながった。ま

た松竹には 4,000 本弱のフィルムが残っていて、それを昨年からデータ化を

始めた。松竹映画でも未放送の作品が放送できれば、さらなる加入につなげ

られらると思う。 

Q：CS業界は今、大変な時代になっているのでしょうか？ 

A：CS チャンネルをやっていくことは、正直、かなり厳しい時代になってきて

いる。すごく良かった時代からは、加入者もかなり減ってきているのが現状

である。プラットフォーム自体の加入が下がってきている中で、1チャンネル

だけが上がっていくことは難しくなってきているが、それでも先ほどの説明

にあったような創意工夫をすることで、頑張って加入につなげていると思う。

他のプレミアチャンネルでは、WOWOWだけが別格でスカパーと同じくらい

の加入が取れて、一人勝ちを許している。 

Q：以前、「八月のクリスマス」という韓国映画があって、その後「冬のソナタ」

の大ヒットにつながったと思いますが、今はそういう恋愛映画は流行ってい

ないのでしょうか？ 

A：今韓国映画で流行っているのは、サスペンスもの、密偵ものなど重い映画が

多い。社会情勢に左右される内容が多いので、恋愛映画はあまり作られてい

ないと思う。 

 

以上 


